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沖縄トラフ，第五徳之島海丘の地形，地質

加藤幸弘＊1

第五徳之島洵丘は，奄郤!大鳥西方の溥縄トラフの中に位置し．南北の斜面とも正

断嘔で区叨られたホルストとなっている．シングルチi･ンネルの音波探査記舁で

は，海丘は，過去にilll縄１ラフを埋秋していた堆積・ で桶成されていることが明か

である．潜航調査では，海丘の北斜面の地質，畭形の観察およぴ洵丘を柵成する堆

碵物の採集をおこなった．

海丘の北側ま|而は，凝灰角礫岩と軽石で被われていることが明かになった．基盤

の唯私物は，わずかに凝灰角哩岩il･に興質岩片として泥岩が含まれていたにすぎな

1丶．

・ 航訓査の結果から，第五徳之島洵丘は．ホルス１として取り残されたのち．酸

徃火山活動が起こり，海丘の北側斜面を被ったことが分かる．この火111活動は，お

そらく雁行状の海底地溝ができる以前には，ｉ 奄西滴丘に続く小火111列をなしてい

たと推定される．

Geology  and topography of the Daigo-Tokunosima  Knoll In the

Okinawa  Trough

Yuklliiro Kato*2

The  Datgo-Tokunosima  knoll lies in (he Okinawa  Trough,  160km  west of

the  A  ma mi Island. The  knoll is a horst, which  boundaries  are normal  faults.

The  profile along  this knoll shows  thai It Is composed  of sediments  accumu-

lated In the Okinawa  Trough.  Sea  floor surveys, observation  and  sampling,

were  made  in the northern  slope by  the submersible  "SHINKAI  2000"

The  northern  slope of  this knoll is covered  with tuffbrcccia (Middle  slope)

and  pumicc  (Upper  slope). The  basements  of  the knoll, which  were  com-

posed  of calcareous mudstone,  were  taken  from  tuffbrcccia as accessory frag*

nicnts.

These  results suggest that felsic volcanism  took  place after forming  hoist,

and  the  slope  was  covered  with  pyroclastie  material.  Probably

"Daigo-Tokuoosima  Knoll"  and  Kita, Minaim-Ensei  knoll were  arranged  in

a  volcanic belr.

＊ １　 海 上 保 安 斤 水 路 部

＊2　Hydl･ Ｑｇｌ･叩 】心Depal･ ｌｍｅｎｌ，Mal･ilille Safely 八ｇｅｎｃy
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’ １．は じ め に

沖繩トラフは，琉球弧の背弧倒にほぽ島弧の走

向にそって伸びる舟状海盆である。トラフは，音

波探査記録などから，現在もなお活動的なリフト

であり，急速な沈降と，同時に急漣な埋積がおこ

っている嶋所でもある。特にトラフ南西部の宮古

海山では，水深108011の頚部から，琉球石灰岩に

対比される石灰岩が採集されており，第四紀には

いってから1000m 近く沈降したと考えられている

（大島ほか，1989）。1 ラフの中部においても南西

郁ほどではないが，厚く堆積物が堆積し，沈降迅

勁によって形成された地形（ホルスト，グラーベ

ン）が点在する（加藤ほか1989，加藤・小川 一大

鳥1989a.b ）。

一方，トラフの現在の沈降軸である中軸部は海

底火山活動，熱水活動が活発におこっている場で

もある。中剩|郤の火山活動域は，琉球弧の現在の

火山フロントと地磁気異常分布からみると連続

し，１つの火山帯を形成している。トラフ中部峨

においても，伊平屋海丘群｛図１．２｝において

極 め て 新 し い 火山 活 動 が報 告 さ れて い る

(Kimura M.   t al.｡1984）。 第五偲之島海丘は，沈

降運助によって形成された地形のうち中部畩でも

っと も顕著なホルストである（図１，２）。海丘

は，ｌ 一波探査記録（図 ２）で示されるように，海

丘を構成する地層は，過去トラフを埋積していた

地層の一部であると考えられる。第苙留之島海丘

の「しんかい2000」を用いた潜航では，海丘北側

斜iiに露出する岩石の観察ならぴ採取を行い，沖

縄ト ラフを埋仙する地層 と同層準 の岩石を探集

し，トラフの沈降史の一環を明かにすることを目

的とした。

第五徳之島海丘北側斜面において，「しんかり‘ヽ

121  2　 第 丘 徳 之 島 海｢i. を 横 切 る 廿 波 探 査 記 録

Fi*.  2 A seismic pl･ ０１１１ｅ ａｃrａｓｓ 【】ａｉｇ り･Ｔｏｋｕｎｏｓilla Knoll.

卯 Pfoc.  JAMSTEC Symp. Ｄｅｅｐ Ｓｅａ Res. （1992 ）

2000j を用いた潜航調査を，D420 ，D539 の２潜

航で行ったので，以下にその潜航鯛査の結果につ

いて報告する。

２．地形・地質概要

第五徳之鳥梅丘は徳之島西方約18ak●の 沖縄

トラフ中に位置し，底面の長径が17km ，鎧径が

9k ●，トラフ底から約400m の比高をもつ海丘で

ある。海丘の長軸は東北東をむいており，その方

向は，海丘の南方に位置する伊平歴海嶺の延びの

方向およびトラフ底に分布する正断局部の走向と

一致する。北斜面と掏斜面とを比較すると，北斜

而のほうが明らかに傾斜がきつく，船上のシーピ

ーム記録では最大傾斜が約15 に゙達している。 ま

た，海丘の位鍍する所は現在トラフの沈峰軸であ

る雁行状の海底地溝底より。一 段高い位置にあ

る。

シングルチ ャンネルの脅被探査紀舞では，梅丘

は，両側斜而とも正断層であり，構成する岩石

は，音響的に成屑した地刷であることヵSI み収れ

る。こ れは，海丘が。以前illl耨 Ｆラフを坦積して

いた地層から構成されることを示している。 また

海丘の北部には貝I入岩状の形態をした音轡的に透

明な部分が存在する。

３．潜航調査結果

D490 潜航　この潜航調査では，第五徳之島海

丘北鮨の，トラフ底および海丘北側斜而下部の 水

深102｛｝nlまでの調査を行った（第311 ）。

『しんかい2000』が翦底したのは，水深1095m の

平坦なトラフ底である。 着底地点の底貿は。 泥

で，バイオターベイションが活発に行われている

ことを示す豪穴や小さなマウンドが多数認められ



図１　 沖縄トラフの海底地形図

Fig,I Bathym1｢ic chart of lhe Okinawa TI･ough.

Prｏｃ.ＪＡＭＳＴＥＣ Symp. Deep Sea Res. （1992 ）
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図3　Di ｙe420 の ル ー ト マ ッ プ

Fig.3 Thelr ａｃｋ 】ｉｎｅ and r ｏｕtｅ ｍａｐ ｏｆ Dive 420.

ｌ

た。 また。長さが1-･1.5m に進するヤギ？，カ

イメンが比較的多数棲息していた。 着底地点 か

ら，南方に50nl迎んだ同様の平坦面上で，温度計

測を行った（東京大学地震厦　111野 誠氏作成の

温度肝を使用）が，顕著な温度勾配は観測されな

かった。

温度針測を行った地点から。ほぼ湘方に1500m

のあいだは。着底地点と同様の底質の平坦面が連

続する。

水深1090ｓ を過ぎるあたりから，徐々に祓傾斜

の斜面に移行するが底質は相変 わらず泥となって

いた｡水深1035m の地点 から傾斜が急にきつくな

りはじめ，この地点から第五徳之鳥海丘の裾野と

なった。北斜面の裾野においても底質は相変わら

ず泥で，韜局離底地点まで同様の泥の底質が続い

ていた。D490 の調在潜航では，この後】020mの

地点までしか到達することができず。 海丘の北斜

・ についてはほとんど観察できなかった。

D539 潜航D539 では，ほぼD420 で 錣底した

j麁点から胴査を再開し，海丘頂都まで到達するこ

とができた（図4 ，5 ）。D539 で潜航調査を行っ

た範囲の梅丘北斜面は，地形（斜面の傾斜） と底

賀（あるいは露出する岩石）によって下部。中部

そして上部の３つに区分される。

下部は。 水深833m までの斜面で，傾斜は緩く，

ほとんどの糾所で底質は泥となっている。底貿が

泥の所では巣穴が多数分布する。下部斜面上部の

水深877--843m で は，５ｓｍ～２ｃｍ大の灰白色の

泥岩角礫からなるデブリ堆植物が斜面に分布して

いた。

斜面中部は，水深8･13～6SOm の斜而で。シーピ

ームのコンターチ ャートで，斜面の顫斜が最もき

つくなっているところに 相当す る。 水深833 ～

822『・の斜両は，凝灰角礫岩が一面に露出してい

た。 海底に露出する凝灰角礫岩中の礫としては，

「しんかい2000」から覿察した随冊では軽石と泥

闥4　Dive539 のルートマップ

Fig.4Thel･ ｏ叭ｅ ｍａｐ ｏｌ Dive 539.

Prｃｃ， JAMSTEC Symp. Deep Sea Res. （1992）



る。しかし，年代決定のためにナンノプランクト

ンの抽出を試みたが，採築した泥岩にはナンノプ

ランクトンは含まれていなかった。

頂郤の軽石マウンドから採集したD539-7 は，

多孔質，ガラス質で斑状組織を持つ怪石で，斜長

石，単斜輝石，斜方輝石の斑品を伴うガラスから

俳成される。

１．考　　 察

今回の潜航調査で蝌五徳之鳥海丘の北側斜面か

ら頂郤にかけては，凝灰角礫岩と軽石で被われて

いることが明かになった。凝灰角礫岩の分布域は

北側斜湎のもっとも傾斜の急な所に相当し，軽石

が分布するところは，頂郎の平坦湎となってい

る。海丘の北倒斜面の傾斜はきつく，最大15°に

遠している。これは，梅丘の主体を構成する沖縄

トラフを過去埋積していた堆譱物だけでなす斜面

としてはきつく，斜面を被う火|]』砕屑物が，斜面

の繪持に大きく貢献していると考えられる。事

央，音波探査記録から火山活動が生じておらず堆

蜑物だけで海丘南斜而は，北斜而にくらべはるか

に傾斜が緩くなっている。以上のように，現在の

蚋五億之鳥海丘の地形は，海丘を被っている岩石

の岩質に大きく規定されていることを示してい

る。

第五億之鳥温丘を被う火山砕J19物が斜面に沿っ

て分布することから，海丘の火山活助は，ホルス

ト形成後に生じたものと考えられる。火111砕屑物

としては屬灰角礫岩と軽石で構成され，凝灰角礫

岩中の礫も異質岩片である泥岩を除けば。軽石が

大部分を占めている。したがって。第五徳之島海

丘の火|亅|活動は。珪長貿のマグマによる物であ

り。海丘の＆ 髮である泥岩を多数巻き込み凝灰角

踝岩を形成した活助そして最後に･陛石を多数噴出

する活動をおこしたと考えられる。-･方，音波探

査記録で読み取れるように第五徳之島誨｡丘は，illl

朔トラフを過去に饉頓していた堆積物から摺成さ

れる。今同の潜航調査では，堆穣屑そのもの露出

4よ発見することがで きなかったが，凝灰角嫻Ｘ中

の跪質岩片である海丘の基盤を冊成する堆秋岩起

源の泥岩を採集できた。泥岩中に堆欲時代決定に

有効な化石を含まないことと，礫としてしかサン

プルを採集することができなかったために，当初

岩が含まれていた。礫の軽石の中には。放射状の

柱状節理が発達しているものも含まれていた。こ

の凝灰角礫岩の露出から690・ 付近までの斜面は，

上記凝灰角礫岩が速続して露出している。ただ

し。凝灰角礫岩の露岩は，藁灰角礫岩が跪いため

風化してで きた薄い凝灰質な泥に覆われ，海底而

のところどころに分布するのみである。また。 水

繰833－822●の地点で凝灰角礫岩中の願であった

均質で緻密な泥岩は，海底而に転石として点在す

る。泥岩は，径が20－40cm 畏さ30～100c。のチ

ューブ状の形態をとっている場合が多く。すべて

蒔い黒色の物震でコーティングされていた。他の

i阮石としては軽石が多く認められる。

斜面上部としたところは。 水深680m 以浅の斜

囮および海丘頂部を含んでいる。斜面中部とは畏

なり，斜面上部は一面軽石のみで構成されてい

る。軽石は，酘大で直径1.5m に達する。海丘の

頂部平坦而では，この軽石が数箇所で比商２－３

ｍ大きさ加×201 のマウンドを形成していた。

D539 では，斜而下部から１，斜而中部から４，

斜汕i上部から２の叶 ７佃の岩石を採集した。斜而

下部と上部から採取した岩石は軽石の転石であ

り，また斜仙丿中部の岩石のうち２個は|司槭な軽石

である。軽石以外の岩石は，２個とも凝灰角礫岩

中に礫として含まれていた均質で緻密な泥岩であ

る。

厦灰角礫岩中に礫として含まれている泥岩（D

539-5，6）は，やや石灰貿な泥岩で，淤|長石，ヵ

リ傴石，石奐の結品片および有孔虫殼を含んでい



目的としていた抻縄トラフの沈降過程についてデ

ータを得ることができなかった。

抻繩トラフの中で， 第五徳之脇海丘の位置する

所は，雁行状に分布する地形的に明確な海底地泌

群の北端に位置し，トラフを区切る比高の小さな

鞍部となっている。現在のilll縄トラフの沈降の中

心は。これら湎行する海底地溝で海丘周辺の水深

1000m の平坦面よりもさらに沈降している。つ ま

り，梅丘の頂部が堆積面であ った時代からす る

と。海丘周辺の沈降。騷行状海底地溝の形成と２

つの沈降のステージが存在することとなる。海丘

は，最初の沈降のステージから，沈降運動の中で

取り残され。ホルストとして残つでいる。この原

因として，この時点で海丘の下に接の火山活動の

先駆的なものとして。貫入岩体が買入していた可

能性がある。この火成活誦は。 ホルスト形成後海

底から，凝灰 角礫岩や軽石を噴出する活動へと賣

移していったので あろ う。 第五徳之鳥 海丘火山

は，地形的には双在活発な熱水活助が報告されて

い る（橋本ほ か，1991）南奄西海丘の火口群の南

西延長に相当し，過去同一の火山歹IIを構成してい

たものと考えられる。現在火山活動が観測されな

いのは， 海丘から見て海側のより低い位置に分布

する伊平屋海丘靡をはじめとする活動が存在する

ために， 活助が中軸部に移行したためと考えられ

る 。

５．お わ り に

沖縄トラフは。現在活動的なリフトであ る。こ

のリフトが将来背弧海盆に発達するにせよ，途中

で中断されるにしろ，現在われわれは島弧地般が

引 き延ばされる遇程を観察することが可能であ

る。 潜水船を使った調査では，層準のはっきりし

た堆積物を採集することによって，リフティング

の垂直方向の運助史を復元できる可能性は高い。

今回 の弟五徳之島海丘の餉査では，火||,|活動のた

め当初の目的を果たすことはで きなかったが，i･11

褐トラフの|同様な場所で潜航調査を行えば，illl縄

|･ラフの沈降過程に閼するデータを蓄積すること

が期待される。

阿

嬲　　 胥

今 回 の 調 査 を遥 め る にあ たっ て 海 洋 科 学技 術 セ

ン タ ー の 皆 様 に は 大 褒 お世 話 に な り ま し た。 特 に

ｒし ん か い20（Ｘ）J の 司 令 ほ か 運 航 チ ー 厶，「な つ し

ま」 の船 長 ほ か 乗 組 貝 の方 々 に は 大 変 お 世話 に な

り ， 課 く 感 謝い たし ま す。
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